
彙

報

第
九
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会

木
簡
学
会
第
九
回
総
会
と
研
究
集
会
は
、　
一
九
八
七
年

一
二
月
五
、
六
日
の

両
日
に
わ
た
っ
て
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
資
料
館
講
堂
に
お
い

て
、　
約

一
三
〇
名
の
参
加
者
を
え
て
開
催
さ
れ
た
。　
会
場
に
は
、　
平
城
官
跡

（佐
紀
池
南
辺
地
区
）
、
平
城
京
跡

（左
京
三
条
二
坊
七
坪
）
、
藤
原
宮
跡

（五
四
十
一

次
、
五
五
次
）
、
滋
賀
県
官
町
遺
跡
、
福
井
県
田
名
遺
跡
、
大
坂
城
跡
出
土
木
筒

の
ほ
か
、
銀
存
処
理
を
し
た
平
城
官
跡
出
土
の
木
簡
と
削
居
が
展
示
さ
れ
、
関

心
を
よ
ん
だ
。

◇

一
二
月
五
日

（土
）
（午
後
一
時
十
五
時
）

第
九
回
総
会

（議
長

今
工
広
道
氏
）

最
初
に
平
野
邦
雄
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
岸
俊
男
前
会
長

・
浅
香
年
木
会

員
、
も
と
会
員
の
坂
本
太
郎
氏
が
死
去
さ
れ
、
木
簡
学
会
の
十
周
年
記
念
事

業
と
し
て
木
簡
図
録
を
刊
行
す
る
こ
と
、
六
月
と

一
二
月
の
委
員
会
で

一
一

名
の
入
会
が
認
め
ら
れ
て
会
員
が
三
二
四
名
と
な
り
会
員
数
が
順
調
に
伸
び

て
い
る
こ
と
、
入
会
申
し
込
み
書
の
書
式
を

一
部
改
め
た
こ
と
な
ど
が
述
べ

ら
れ
た
。
続
い
て
議
長
に
今
江
広
道
氏
を
選
出
し
て
議
事
に
入
っ
た
。

会
務

・
編
集
報
告

（鬼
頭
清
明
委
員
）

会
員
数
は
、　
一
一
名
の
新
入
会
員
を
迎
え
て
三
二
四
名
で
あ
る
こ
と
、
昨

年
、
委
員
の
改
選
が
行
な
わ
れ
、
会
長
に
平
野
邦
雄
氏
、
副
会
長
に
大
庭
脩

氏

・
田
中
琢
氏
、
監
事
に
田
中
稔
氏

。
長
山
泰
孝
氏
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
、

十
周
年
の
記
念
出
版
の
概
要
、
会
誌
第
九
号
の
編
集
経
過
な
ど
が
報
告
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

会
計
報
告

（岩
本
次
郎
委
員
）

一
九
八
六
年
度
の
会
計
報
告
が
行
な
わ
れ
、
年
度
の
収
支
、
第
九
号
の
定

価

公
一一八
〇
〇
円
、
送
料
四
〇
〇
円
）
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
ひ
き
続
い
て

田
中
稔
監
事
か
ら
、
長
山
泰
孝
監
事
と
共
に
監
査
を
行
い
、
会
計
の
執
行
が

正
当
、
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
旨
報
告
が
あ

っ
て
、
異
議

な
く
承
認
さ
れ
た
。

研
究
集
会

（司
会
　
松
下
正
司
氏
）

中
世
の
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
進
氏

木
簡
の
保
存
処
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
正
昭
氏

両
氏
の
報
告
は
と
も
に
本
誌
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
究
集
会
終
了
後
、
グ
リ
ル
友
楽
で
懇
親
会
が
ひ
ら
か
れ
た
。

◇

一
二
月
六
日

（日
）
（午
前
九
時
三
〇
分
―
午
後
三
時
）

研
究
集
会

（司
会
　
雀
山
晴
生
氏
・
八
木
充
氏
）

一
九
八
七
年
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綾
村
　
宏
氏

田
名
遺
跡
出
上
の
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
田
辺
常
博
氏

・
舘
野
和
己
氏



地
方
出
土
古
代
木
筒
の
様
相
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鬼
頭
清
明
氏

綾
村
報
告
は
、　
一
九
八
七
年
に
木
筒
の
出
上
し
た
三
六
遺
跡
に
つ
い
て
、

木
簡
出
土
遺
構
と
木
簡
内
容
の
概
要
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
田
辺
報
告

で
は
、
ス
ラ
イ
ド
を
ま
じ
え
て
田
名
遺
跡
の
説
明
が
行
わ
れ
、
舘
野
報
告
は
、

こ
れ
ま
で
出
土
し
た
若
狭
国
の
貢
進
物
付
札
を
全
て
集
成
し
て
そ
の
特
色
を

指
摘
し
、
さ
ら
に
今
回
出
上
し
た
木
簡
は
、
三
方
郡
の
能
登
里
か
三
方
郡
家

で
書
か
れ
た
も
の
で
、
現
段
階
で
は
、
後
者
の
可
能
性
が
大
き
い
と
し
た
。

鬼
頭
報
告
は
、
大
和

・
山
城
以
外
の
地
方
か
ら
出
上
し
て
い
る
古
代
木
筒
の

内
容
を
分
析
し
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
も
の
で
、
木
簡
は
官
衛
的
色
彩

の
濃
い
所
か
ら
多
く
出
と
し
て
い
て
、
漢
字
の
識
字
層
と
の
関
わ
り
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
、
大
形
の
記
録
筒
は
国
府
跡
出
上
の
も
の
が
少
な
い
こ
と
、
地

方
出
上
の
荷
札
木
筒
に
は
、
国
名
を
記
さ
ず
郷
名
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
て
い

る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
木
筒
が
ど
の
段
階
で
書
か
れ
た
の
か
、
貢

進
物
が
ど
こ
で
使
わ
れ
た
か
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
質
疑
討
論
が
活
発
に
行
わ
れ
、
総
括
討

議
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。
最
後
に
田
中
琢
委
員
か
ら
閉
会
の
辞
が
あ
り
、
参

加
者

へ
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

委
員
会
報
告

◇

一
九
八
七
年

一
二
月
五
日

（土
）
　

　

於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

総
会
に
先
立
っ
て
、
会
務

・
編
集
の
状
況
、
総
会

・
研
究
集
会
の
運
営
、

十
周
年
記
念
事
業
等
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。

◇

一
九
八
八
年
六
月

一
日

（水
）
　
　
　
於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

新
入
会
員
の
承
認
、
一
九
八
七
年
度
の
会
計
報
告
、
『
木
筒
研
究
』
一
〇
号

の
編
集
計
画
、

『
古
代
木
簡
集
成
』
（仮
題
）
出
版
に
対
し
て
特
別
予
算
を
組

む
こ
と
、
幹
事
を
追
加
す
る
こ
と
な
ど
が
論
議
さ
れ
た
。
同
日
、
会
計
監
査

も
行
わ
れ
た
。

◇

一
九
八
八
年

一
〇
月
二

一
日

（金
）
　

於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

新
入
会
員
の
承
認
、　
一
九
八
八
年
度
前
半
の
会
計
中
間
報
告
、
研
究
集
会

の
内
容
の
検
討
を
行

い
、
『
古
代
木
簡
集
成
』
の
編
集
状
況
に
つ
い
て
報
告

が
あ

っ
た
。




